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技術の概要

今年度よりサービス開始。

・コンカレントエンジニアリング支援：整備対象範囲・整備済みの範囲を地図上で可視化。地図システム
の検索機能から事業管理画面へ遷移することも可能なため、事業進捗の可視化もでき、工程・工期の調
整を効率的に繋げます。

・情報共有基盤／関係者間のコミュニケーション支援：事業に必要な工事情報をシステム内で一元管理
できる情報共有基盤の提供。また、チャットなどのコミュニケーション機能により調整のスピードアップを
推進します。

・BIM/CIM属性情報活用機能：特措法手続き支援機能では、BIM/CIMモデルから抽出した属性情報を集
約して、結果を帳票に出力し事務手続きを簡素化させます。
３．技術の効果

BIM/CIM流通システム導入により現況調査から維持管理まで進捗状況に応じて、事業の進捗管理、
BIM/CIMモデルや関連情報の一元的な管理ができます。また、関係者間でのデータ共有やスムーズな
コミュニケーションも可能にします。これらにより、ISO19650が規格する事業プロセスの適正化を支援し、
管理業務を効率化、工期短縮を実現します。

４．技術の適用範囲

無電柱化事業における、調査・設計段階から、施工段階、維持管理段階まで。
「道路管理者」「維持管理会社（点検）」「施工会社」「占用者」「建設コンサル」「電線管理者」、無電柱化
事業にかかわる関係者間でのデータ共有とコミュニケーションをサポートします。

５．活用実績

技 術 概 要 書　（様式）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

無電柱化工事は現状、関係者間での煩雑な調整ごとやデータ管理で多くの時間と手間がかかっていま
す。また、工事期間が長いため長期のデータ管理も重要になってきます。
地上・地下を正確に三次元で表現することにより後工程の手戻りを削減する「フロントローディング」に加
えて、設計から施工のプロセスを関係者がCIMモデルを共有・更新しながら意思疎通や情報共有を行う
「コンカレントエンジニアリング」が重要だととらえ、BIM/CIMを活用し、事業のスピードアップとコスト削減
を図る技術開発を行っております。

２．技術の内容

※別紙２



６．写真・図・表


